
第267次調査全察(束力、ら)

中央省寄りの)j[凶方向のZiEまりが*
区干vj~(，J左前官'IÏ築地5Al7010で、 この
;{_Iが草Jj1:t院、左がvJj1j&殿院である。

Jl[靭J1住民t5B60001立川lTE区間辺て~&
JIt:lt鴻iのみがみλている。5B6000の
北でli2粂の東凶'dli-(北から50

16940、5017350)、5017350に|仁から

合流する南北減5017351などを検出

した。幽而乎iiijの南北方Jii)の;171まり

は仰Ut般院東而築地5A5985である。
本文4民参照(j霞影/牛餓 茂)

1996年度のおもな調査

第273次調査発錨区全景 (北から)

ド11面l(i:')j!院{奈良時代後JUj)の基111.
!<ll物21mの十t想定住iJLに人ト1，を配し
た。平安，:;.;1: 11OJt:去に平j成""1の州通Il¥if

も.Itを正Tfiiとしている。写真奥の正
民主でlij也君証石の抜取のみを検.IP.し、

法l¥'llillljl)lされていた。ザ，jijの，jij般
でlij也E耳石の紋J[~ と百以 iJ\li1，j のtlH i

をほぼ|日lじ而で検出L， )，p¥7.が低か
ったこ とがわかる。

本文31頁参照 (j窓影/1図 持主主)

祭文iJf(1'骨V l997・111



平総京左京二条二坊十一

坪(第279次)出土の線約
~斗瓦

i指紋色の1由が瓦凸而の半
分泌のtiJI:.-jiの側而に
施されている。これはIil

Ii!の!JIiに'.51斗瓦を.ft7んだ
時に外部iにr&IP.する部分
を7怠似lしてのニとである.

十-tド:1'.土の施粉瓦の9

wりが事1・I-}f.であ り‘十点に
だけ施flhJ:r.が{史われてい

たと思われる 。 市~~する

1-ニ1・1'-で:1'.土した680点
におよぶ飽紬:瓦の9;，甲lが
千瓦であることと対照的

である。本文47頁診照
(æ~/佃幹縫)

日 俗文僻 11'骨V l997・111

平線京左京二条二紡十一坪

(第279)，欠)出土の二彩蓋
ゆるやかな1111而をもっこ彩

陶器の破片で、軟貨のよI也

にi%'I*まと IIの二彩が飽きれ
丸 山I(II(I!~に主IJ絡で1[1 1 11文

をあらわしている 。 j;}fllI~lJ

誌での11(，引をみないが、半
減'::~' :11

• 1:のm忠器!ill.の7.iに、
([1 Ij 1文 ~施したいu:の製品

がある.

本文4B頁診照
(!1Il影/偲 空宇主主)



第270;欠調査で出土した糧事害復
鰭トl川向I宜給2本を和1)11しUIU.始以で、
阪ill'i: ':~IIUi形tìIJ:拾寄:でI~I本し、中には王

者Hがi，~IJ ~ドされて いた。，1111 す~*か ら 51止

紀Ijij葉ごろのもの と忠われる。当II，I'，ニ

のtlU.f針'1:'に近4奮してM:fli，気が仇まれ、至
近の~J1継に I~米~Jlì折I ，!ïtft ilf.;l.>! j1!新lと32泣
きれていた。地姶の村置をからみて、I地4ω4姶歯
れ怜;'(C 1ド，1付1

本文2包2頁章診s照(j癒窓E膨!v杉本和樹)

頭倍下古噴出土遺物

li!it，丹-Fi1ittt司lヰ':1人lより:1'.ゴ4 しt:
泣物。1断、辻イi1:J!-なEのa!!』よ，!;.
fJUJ 、 tUlt~'}のi\r;L ニI".r.rli除、

m忠告f(よか、 続々 な.'.¥IJ葬品がみ
b れる。:1'.I状態からみて、イi
五日!lM!!1年にも|党乱される ニとは
なかったようである。 6111:紀'1'

ばlのll~Jtttlの l'I~ IJ ~t~ lllIl， としては一

般的なものであるが、大有11./;)血

北部での良好な，)1，111'1卵}は少ない
ため、市i:~}i{ な i'tH Iこ なる 。 本文62

頁参照 (海軍'3/楠本真紀子)

お文面，Jf1ド骨1/1997-111 111 



頭洛の下で古繍発見

vliJ存の悲Jliの下から、 61止紀.，.t:Jiの縦穴
式:{:I釜がJ.)lれた。vJ[t1fのj立立川ーに石室t
J[¥丘:の上半分が破淡されたのだ。I見肢か
らみ てl:f.mJt'Iの 1 ;岱t~.ろう 。 本古J1'Iの周

辺に現与する古JJ'Iはない。 しかし新薬師

寺からiim丹にfiI.ぴるfM且」ーに、かつて多
〈の小波紋ï!iJ貨が存在し、周辺のl時H~で

消滅したことが推定でき る。

本文62頁参照(j軍第/佃静緩)

上層頭縫の磁石と心栓痕跡

J二mntlfの心伎の礎石を発見した.J也山
市に礎石を抑えたのではな〈、 ~6 段合

的み!ltiめてからの仕事である。心主1:と踏
石中央の~起は‘ずれている 。 務'.J~によ

る火災でfJi剖i姥設が焼けたf久 心トtを抜
き I紋って、火のほに 7.í1;~1'-通貨 ・ -1-'1'功|持IW

をm2U文納め、 1St土でJ'Ilめ I)~ し ていた。

頭併を祭〈 際のii1澄共ではない.

本文5B~参照 (線影/佃幹雄}

IV 奈文研 1HIl/1997-111


